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埼
玉
県
議
会
平
成
二
十
五
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
度
埼
玉

県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
及
び
平
成
二
十
五
年
度
埼
玉
県
水
道
用
水
供
給
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

平
成
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六
年
一
月
七
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一
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      平成２５年度埼玉県一般会計補正予算（第３号） 

 平成２５年度埼玉県一般会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ144,786千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,685,600,890千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。  

 （継続費の補正） 

第２条 継続費の変更は、「第２表継続費補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

第３条 債務負担行為の追加は、「第３表債務負担行為補正」による。 

 （地方債の補正） 

第４条 地方債の追加及び変更は、「第４表地方債補正」による。 



第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 
款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

9 

 

国 庫 支 出 金     153,037,125  139,712  153,176,837  

   2 国 庫 補 助 金  42,244,332  139,712  42,384,044  

13 繰 越 金     736,166  8,982  745,148  

1 繰 越 金  736,166  8,982  745,148  

14 諸 収 入     44,854,673  52,092  44,906,765  

   4 受 託 事 業 収 入  8,353,621  52,092  8,405,713  

15 県 債     311,246,000  △56,000  311,190,000  

1 県 債  311,246,000  △56,000  311,190,000  

歳 入 合 計  1,685,456,104  144,786  1,685,600,890  

  



 

 歳  出 （単位 千円）  

 

款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

2 総 務 費     88,263,065  △90,158  88,172,907  

   4 環 境 費  11,410,432  △90,158  11,320,274  

11 災 害 復 旧 費     41,257  234,944  276,201  

   1 農林水産施設災害復旧費  29,837  79,905  109,742  

2 土 木 施 設 災 害 復 旧 費  11,420  155,039  166,459  

歳 出 合 計  1,685,456,104  144,786  1,685,600,890  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２表 継続費補正 

 変  更 （単位 千円） 

 

 
款 項  事 業 名  

 補 正 前   補 正 後  

総 額  年 度  年 割 額 総 額  年 度  年 割 額 

 

2 総 務 費 4 環 境 費  

彩 の 国 

資 源 循 環 工 場 

第 Ⅱ 期 事 業 費 

 

平 成 2 2 年 度 

平 成 2 3 年 度 

5,384,830 

平 成 2 5 年 度 

平 成 2 6 年 度 

  

平成 2 2年度 

平成 2 3年度 

平成 2 4年度 

平成 2 5年度 

平成26年度 

 

50,000 

1,797,262 

2,009,516 

1,528,052 

平成26年度 

 

平 成 2 2 年 度 

平 成 2 3 年 度 

5,384,830 

平 成 2 5 年 度 

平 成 2 6 年 度 

  

平成 2 2年度 

平成 2 3年度 

平成 2 4年度 

平成 2 5年度 

平成 2 6年度 

 

50,000 

1,797,262 

2,009,516 

1,437,894 

90,158 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第３表 債務負担行為補正 

追  加                                                      （単位 千円） 

 事 項   期 間   限 度 額  

 県立久喜図書館耐震改修設計業務   平 成 2 6 年 度                                         15,090  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４表 地方債補正  

 

追  加                                                                                                         （単位 千円） 

起  債  の  目  的 限  度  額 起 債 の 方 法 利   率 償 還 の 方 法  

 

土 木 施 設 災 害 復 旧 事 業   29,000   

普通貸借又は証券発行（他 

の地方公共団体との共同発 

行を含む。）。ただし、発 

行価格が額面金額を下回る 

ときは、その発行価格差減 

額をうめるため必要な金額 

を限度額に加算した金額と 

することができる。 

  10％以内。ただし、利 

率見直し方式で借り入

れる資金について、利 

率の見直しを行った後 

においては、当該見直 

し後の利率とする。 

  政府資金についてはその融通 

条件により、銀行その他の場 

合はその債権者と協定した融 

通条件による。ただし、県財 

政の都合により据置期間を短 

縮し、若しくは繰上償還又は 

低利に借り換えることができ 

る。 

 

 



 

変  更                                                                                                         （単位 千円） 

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

広 域 廃 棄 物 埋 立 

処 分 場 整 備 事 業 
  1,512,000   

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た 

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し 

方式で借り入れ

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に 

おいては、当該

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他 

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合 

により据置期間を

短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

1,427,000 

      

 

 

    

 

 
 

（  補正前に同じ。） 



 

 

 

   平成２５年度埼玉県水道用水供給事業会計補正予算（第２号） 

 （総 則） 

第１条 平成２５年度埼玉県水道用水供給事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （収益的収入及び支出） 

第２条 平成２５年度埼玉県水道用水供給事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出のうち収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 

 
支 出

  （単位 千円）  

 科 目 既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計 

  第１款 事 業 費  42,125,602 

35,592,501 

 

 

22,325 

22,325 

 

 

42,147,927 

35,614,826 

 

  第１項 営 業 費 用 
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埼
玉
県
議
会
平
成
二
十
五
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
認
定
の
議
決
を
経
た
平
成
二
十
四
年
度

埼
玉
県
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
並
び
に
平
成
二
十
四
年
度
埼
玉
県
公
営
企
業
会
計
決
算

並
び
に
こ
れ
ら
に
係
る
埼
玉
県
監
査
委
員
の
審
査
意
見
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 
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玉
県
知
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平成２４年度 

 

埼玉県歳入歳出決算審査意見書 
 

 

 

 

 

 

 

 

埼 玉 県 監 査 委 員 























































 

平成２４年度 

 

埼玉県公営企業会計決算審査意見書 
 

 

 

 

 

 

 

 

埼 玉 県 監 査 委 員 
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特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://w

ww.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
こ
ろ
ざ
わ
福
祉
の
住
ま
い
づ
く
り
を
す
す
め
る
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

伊
藤 

博 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
所
沢
市
大
字
下
富
千
百
五
十
九
番
地
の
十
六 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

こ
の
法
人
は
、
所
沢
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視

点
か
ら
の
住
ま
い
と
ま
ち
の
改
善
に
関
す
る
普
及
と
実
践
を
通
し
て
、
障
害
者
や
高
齢
者
の
自

立
支
援
及
び
介
護
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
三
号



告 
 

示 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
埼
玉
県
県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉 

 
 

埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
内
宿
台
六
丁
目
二
十
六
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

         

埼
玉
県
告
示
第
四
号



告 
 

示 

  
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
埼
玉
県
立
児
童
養
護
施
設
い
わ
つ
き
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

社
会
福
祉
法
人
埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
古
里
千
八
百
四
十
八
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
五
号



告 
 

示 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
丁
目
七
番
地
五 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
六
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

戸
田
公
園
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

埼
玉
県
戸
田
市
本
町
四
丁
目
二
千
三
十
五
番
の
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人 

 
 

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 
高
田
浩 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
杉
並
区
永
福
三
丁
目
五
十
七
番
十
四
号 
外 

計
十
三
者 

 
 

 

（
変
更
後
）
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

田
尻
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
杉
並
区
永
福
三
丁
目
五
十
七
番
十
四
号 

外 
計
十
九
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

埼
玉
県
告
示
第
七
号



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ア
リ
オ
鷲
宮 

 
 

 

埼
玉
県
久
喜
市
久
本
寺
字
新
田
二
百
十
三
番
四
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 

（
変
更
前
）
荷
さ
ば
き
施
設
１ 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
２ 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
３ 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 

（
変
更
後
）
荷
さ
ば
き
施
設
１ 

午
前
三
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
２ 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

荷
さ
ば
き
施
設
３ 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
八
号



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ビ
バ
モ
ー
ル
埼
玉
大
井 

 
 

 

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
西
鶴
ヶ
岡
一
丁
目
三
番
十
五
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人 

 
 

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
ト
ス
テ
ム
ビ
バ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 
豆
成
勝
博 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
上
尾
市
上
二
百
九
十
八
番
地
の
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
テ
レ
マ
ッ
ク
ス 

代
表
取
締
役 

野
島
抗 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
奈
川
県
相
模
原
市
横
山
一
丁
目
一
番
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
メ
ガ
ネ
ス
ー
パ
ー 

代
表
取
締
役 

田
中
由
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
奈
川
県
小
田
原
市
本
町
四
丁
目
二
番
地
三
十
九
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
よ
む
よ
む 

代
表
取
締
役 

小
俣
武
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
立
川
市
栄
町
六
丁
目
一
番
地
の
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
マ
ッ
ク
ハ
ウ
ス 

代
表
取
締
役 

栗
原
勝
利 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
杉
並
区
梅
里
一
丁
目
七
番
七
号
新
高
円
寺
ツ
イ
ン
ビ
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
チ
ヨ
ダ 

代
表
取
締
役 

舟
橋
政
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
杉
並
区
成
田
東
四
丁
目
三
十
九
番
八
号
芝
萬
ビ
ル
二
階 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

井
坂
榮 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ビ
バ 

代
表
取
締
役 

豆
成
勝
博 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
上
尾
市
上
二
百
九
十
八
番
地
の
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ノ
ジ
マ 

代
表
取
締
役 

野
島
廣
司 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
横
山
一
丁
目
一
番
一
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
メ
ガ
ネ
ス
ー
パ
ー 

代
表
取
締
役 

星
﨑
尚
彦 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
奈
川
県
小
田
原
市
本
町
四
丁
目
二
番
地
三
十
九
号 

埼
玉
県
告
示
第
九
号



 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
リ
ブ
ロ 

代
表
取
締
役 

三
浦
正
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四
丁
目
二
十
三
番
地
十
五
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
マ
ッ
ク
ハ
ウ
ス 

代
表
取
締
役 

白
土
孝 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
杉
並
区
梅
里
一
丁
目
七
番
七
号
新
高
円
寺
ツ
イ
ン
ビ
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
チ
ヨ
ダ 

代
表
取
締
役 

舟
橋
浩
司 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
杉
並
区
成
田
東
四
丁
目
三
十
九
番
八
号
芝
萬
ビ
ル
二
階 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

亀
井
淳 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
七
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ビ
バ
モ
ー
ル
埼
玉
大
井 

 
 

 

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
西
鶴
ヶ
岡
一
丁
目
三
番
十
五
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 
一
九
一
五
台 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
五
六
八
台 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

埼
玉
県
告
示
第
十
号



告 
 

示 

  
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

Ｎ
ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｔ 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
一
丁
目
十
二
番
一
号 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

施
設
の
供
用
開
始
の
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

埼
玉
県
告
示
第
十
一
号



告 
 

示 

  
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
埼
玉
県
種
苗
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
農
林
公
社 

 
 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
真
名
板
千
九
百
七
十
五
番
一 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
十
二
号



告 
 

示 

  
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

株
式
会
社
さ
い
た
ま
ア
リ
ー
ナ 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
八
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

  

埼
玉
県
告
示
第
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
こ
ど
も
動
物
自
然
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
四
丁
目
百
三
十
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
十
四
号



告 
 

示 

 
 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
四
丁
目
百
三
十
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
十
五
号



告 
 

示 

 
 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０
２
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
四
丁
目
百
三
十
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
十
六
号



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
一
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
〇
〇
八
八
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
〇
一
一
三
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
福
田
字
栗
谷
二
千
五
百
十
六
番
一
の
一
部 

 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
福
田
二
千
四
百
九
十
四
番
地 

 

 
 

濵
嶋 

正
之 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
〇
一
四
六
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
〇
一
二
〇
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
羽
尾
字
金
光
地
三
千
二
百
八
十
一
番
一
、
三
千
二
百
八
十
一
番

二 
 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
都
七
十
五
番
地
二 

 

 
 

伊
藤 

貢 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
八
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
五
〇
〇
四
七
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

川
建
セ
第
二
五
〇
一
一
八
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
羽
尾
字
又
五
良
四
千
百
三
十
四
番
一
の
一
部 

 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
市
大
字
石
橋
千
八
百
十
二
番
地
二 

 

 
 

深
澤 

博
子 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
一
号 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
さ
い
た
ま
文
学
館
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

千 

葉 

照 

實 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
け
や
き
文
化
財
団 

 
 

埼
玉
県
桶
川
市
若
宮
一
丁
目
五
番
九
号 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

                      


